
メンタルヘルスにおいて心理療法のニーズは高まる一方、必要な方に
届けられていないことが問題となっています。本研究では臨床心理学
的スキルを学習したAIセラピストの開発を行い、実装を目指します。

心理療法の臨床データからAIセラピストを開発する

【お問い合わせ先】筑波大学産学連携企画課 E-mail : event-sanren@un.tsukuba.ac.jp

国際統合睡眠医科学研究機構 准教授 中島 俊

睡眠医療の現状と課題
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心理療法

薬物療法

不眠症治療の国際的なガイドラインでは
治療第一選択は心理療法であるが… 実際は睡眠薬が多い。

推奨 実際の広がり

対人援助職のニーズが高まる一方で
人による支援は今以上に届かなくなる。

不眠症

・高い有病率（10％）

・自殺の危険因子

・各種疾患の発症素因

治療用アプリも開発されているが、
有効性は人には全く及ばない。

世界的にセラピスト不足が問題に

世界各国で人によるセラピスト養成に向け
た取り組みがはじまっている。

人不足を補いかつ、
人と並ぶ強度のケアが不可欠

臨床知の形式知

AIエージェントの
人間らしさ

質問紙

検査の解釈

コミュニケーション・
データ 仕事でミスが続いて…

明日も失敗したらと
考えると眠れなくて…

先週から眠れていないよ
うですね。眠れないと余
計ミスも増えますよね。

そうなんです！

大規模
言語モデルRAG

出力

AIセラピスト 患者さん

現在、取り組んでいるAIセラピストの開発

遠隔心理療法研究で
取得したデータを基に
AIセラピストを作成する
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